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右
上
の
資
料
は
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）

年
の
「
日
記
」
の
一
部
分
で
す
。
現
在
の
兵

庫
県
に
当
た
る
明
石
藩
が
作
成
し
た
こ
の

資
料
が
、
本
館
へ
移
管
さ
れ
た
詳
し
い
経

緯
は
不
明
で
す
が
、「
藩
庁
文
書
」
の
一
つ

と
し
て
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
か
ら
明

治
四
（
一
八
七
一
）
年
ま
で
を
本
館
で
所

蔵
し
て
い
ま
す
。 

 

元
治
元
年
、
長
州
征
討
の
た
め
名
古
屋

を
出
発
し
た
徳
川
慶
勝
（
尾
張
藩
十
四
代

藩
主
）
は
、
京
都
で
の
軍
議
の
後
、
本
営
と

な
る
広
島
へ
向
か
う
途
中
で
明
石
藩
領
を

通
り
ま
し
た
。
写
真
は
、
そ
の
際
の
記
録

で
す
。
十
一
月
三
日
、
大
蔵
谷
駅
（
現
兵
庫

県
明
石
市
）
で
宿
泊
し
た
一
行
へ
の
、
明

石
藩
の
役
人
ら
の
応
対
が
入
念
で
あ
っ
た

と
し
て
、
一
行
が
満
足
し
て
い
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

左
上
の
資
料
は
、
本
館
が
所
蔵
し
て
い

る
古
文
書
・
私
文
書
の
う
ち
「
湯
浅
氏
収

集
新
聞
関
連
資
料
」
の
中
の
「
鹿
児
島
征

討
日
記
」
で
す
。
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年

に
発
行
さ
れ
た
刊
行
物
で
、
西
南
戦
争
に

関
す
る
記
事
が
載
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は

三
月
四
日
の
記
事
で
、
先
に
西
郷
軍
に
奪

わ
れ
て
い
た
政
府
軍
の
聯
隊
旗
を
、
陸
軍

少
将
の
野
津
鎮
雄
が
敵
中
に
飛
び
込
ん
で

奪
い
返
し
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

挿
絵
に
は
、
野
津
が
西
郷
軍
の
兵
士
た

ち
と
戦
う
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

「日記」（元治元年） 「鹿児島征討日記」 
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今
年
度
の
企
画
展
は
、「
史
料
で
読
む
幕

末
維
新
の
一
大
事
」
と
題
し
て
、
十
月
一
日

（
木
）
か
ら
十
一
月
三
十
日
（
月
）
ま
で
、

本
館
の
展
示
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 

三
十
年
余
り
続
い
た
平
成
の
時
代
が
終

わ
り
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
か
ら
約
百
五
十
年
前
、
元
号

が
明
治
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
頃
の
日
本
は
、

旧
来
の
体
制
を
一
新
す
る
激
動
の
時
代
の

最
中
で
し
た
。 

今
回
の
企
画
展
で
は
、
主
に
幕
末
維
新 

期
に
起
こ
っ
た
一
大
事

．
．
．
を
紹
介
し
ま
し
た
。

 

内
容
と
し
て
は
「
桜
田
門
外
の
変
」「
天
狗

党
の
乱
」「
長
州
征
討
」「
戊
辰
戦
争
」「
青

松
葉
事
件
」「
西
南
戦
争
」
の
六
章
立
て
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事
に
つ
い
て
展
示 

            

     

を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
愛
知
県
と
直
接

関
わ
り
の
な
い
事
柄
も
あ
り
ま
す
が
、
日

本
史
上
に
お
け
る
一
大
事
と
し
て
、
主
に

本
館
で
所
蔵
し
て
い
る
寄
贈
・
寄
託
文
書

に
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
。
以
下
、
展
示
し
た

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

本
館
は
、
主
に
愛
知
県
が
作
成
・
収
受
し

た
文
書
類
を
保
管
・
保
存
し
て
い
る
機
関

で
す
が
、
県
の
成
立
当
初
に
旧
藩
か
ら
引

き
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
資
料
も
あ
り
ま
す
。

 

そ
の
中
に
は
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年

一
月
に
勃
発
し
た
戊
辰
戦
争
の
際
、
主
と

し
て
越
後
長
岡
（
現
新
潟
県
）
と
そ
の
周
辺

で
戦
わ
れ
た
北
越
戦
争
に
関
す
る
、
愛
知

県
域
の
諸
藩
の
動
向
が
わ
か
る
史
料
が
見

ら
れ
ま
す
。
尾
張
藩
を
始
め
近
隣
諸
藩
は
、

北
信
越
方
面
へ
出
兵
し
て
お
り
、
東
海
道

沿
い
の
藩
に
は
、
通
行
す
る
新
政
府
軍
の

兵
食
取
計
ら
い
な
ど
が
命
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
戊
辰
戦
争
で
活
躍
し
た
民
兵

組
織
で
あ
る
草
莽
諸
隊
に
関
す
る
記
録
も

あ
り
、
愛
知
県
も
戊
辰
戦
争
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
公
文
書
だ
け
で
な
く
、
県
民
の

方
々
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
古
文
書
・
私
文

書
類
の
中
に
も
、
戊
辰
戦
争
に
関
す
る
史

料
が
あ
り
ま
す
。
幕
末
、
京
都
で
要
職
に
就

い
て
い
た
尾
張
藩
士
の
大
塚
三
右
衛
門
家

の
文
書
に
は
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
の
後
に

旧
幕
府
方
の
元
役
人
が
出
し
た
願
書
や
、

兵
火
に
よ
り
焼
け
出
さ
れ
た
住
人
た
ち
か

ら
の
嘆
願
書
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
拡
大
し
た
り
全
文
を
パ
ネ
ル

に
し
た
り
し
て
、
内
容
を
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
展
示
し
ま
し
た
。 

              

「
湯
浅
氏
収
集
新
聞
関
連
資
料
」
の
中

に
は
、
明
治
初
年
に
発
行
さ
れ
た
太
政
官

日
誌
や
新
聞
な
ど
、
戊
辰
戦
争
の
戦
況
報

告
が
載
せ
ら
れ
た
活
字
の
印
刷
物
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
新
聞
は
、
佐
幕
派
（
旧
幕
府

側
）
と
官
軍
派
（
新
政
府
側
）
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、

内
容
に
違
い
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
幕
末
に
尾
張
藩
で
起
こ
っ
た
大

事
件
と
し
て
、「
青
松
葉
事
件
」
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
慶
応
四
年
一
月
、
藩
内
に
お
け

る
佐
幕
派
（
旧
幕
府
側
）
と
勤
王
派
（
新
政

府
側
）
の
対
立
の
中
で
起
こ
っ
た
こ
の
事

件
に
つ
い
て
、
処
刑
あ
る
い
は
蟄
居
謹
慎

等
を
言
い
渡
さ
れ
た
人
々
の
名
前
が
、
罪

科
と
と
も
に
「
名
古
屋
藩
庁
文
書
」
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
惣
帳
届
留 

天
」
の
中
に
記
録

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

な
お
、
最
終
的
に
一
四
名
の
藩
士
が
処

刑
さ
れ
た
青
松
葉
事
件
に
関
す
る
史
跡
が
、

現
在
で
も
名
古
屋
城
二
之
丸
の
敷
地
内
に

あ
り
ま
す
。 

  

今
回
は
、
愛
知
県
の
成
立
以
前
の
事
柄

を
テ
ー
マ
と
し
た
こ
と
か
ら
、
展
示
の
内

容
を
深
め
る
た
め
、
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央

図
書
館
か
ら
尾
張
藩
の
記
録
類
な
ど
を
一

部
借
用
し
ま
し
た
。 

史
料
を
「
読
む
」
展
示
と
し
た
こ
と
に
よ

り
、
館
内
で
は
各
資
料
に
じ
っ
く
り
と
見

入
ら
れ
る
来
館
者
の
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。

 

「
愛
知
県
が
戊
辰
戦
争
や
西
南
戦
争
と
い

う
全
国
的
に
も
著
名
な
出
来
事
と
関
わ
り

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
、
「
こ

の
企
画
展
で
青
松
葉
事
件
の
こ
と
を
初
め

て
知
っ
た
」、
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
、
改

め
て
今
回
の
展
示
を
行
っ
た
意
義
を
感
じ

ま
し
た
。 

企
画
展
を
御
覧
に
な
っ
た
皆
様
が
、
本

館
の
所
蔵
資
料
や
愛
知
県
の
歴
史
に
興

味
・
関
心
を
抱
い
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
。 

  

令 

和 

二 

年 

度 

企 

画 

展 

「

史

料

で

読

む

幕

末

維

新

の

一

大

事

」 

展示室の様子 

展示室の様子（戊辰戦争部分） 
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Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
新
し
く
な
り
ま
し
た 

   

愛
知
県
公
文
書
館
で
は
、
二
〇
二
〇
年

三
月
二
十
七
日
に
公
文
書
館
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。 

 

新
し
い
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、
デ
ザ
イ
ン

が
一
新
さ
れ
て
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
も

の
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

県
民
の
皆
様
に
愛
知
の
歴
史
資
料
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
新
た
に
「
バ
ー
チ

ャ
ル
文
書
館
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
愛
知
の

歴
史
資
料
を
「
知
っ
て
」、「
学
ん
で
」、「
楽

し
め
る
」
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
同
年
四
月
一
日
に
は
所
蔵
資
料

検
索
シ
ス
テ
ム
も
一
新
し
ま
し
た
。 

 

 

 

  

〇 

愛
知
の
歴
史
資
料 

ア 

県
史
収
集
資
料
室 

県
史
編
さ
ん
事
業
の
過
程
で
収
集

さ
れ
た
歴
史
資
料
の
一
部
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。 

      

  

イ 

所
蔵
資
料
紹
介 

所
蔵
資
料
の
画
像
を
解
説
付
き
で

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

ウ 

地
籍
図 

地
籍
図
の
一
部
を
カ
ラ
ー
画
像
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

           

〇 

デ
ジ
タ
ル
展
示
室 

過
去
の
企
画
展
の
一
部
を
御
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

           

〇 

古
文
書
講
座 

公
文
書
館
所
蔵
の
古
文
書
を
テ
キ
ス

ト
と
し
て
、
解
読
に
挑
戦
で
き
ま
す
。
釈

文
だ
け
で
な
く
、
時
代
背
景
や
各
資
料

の
解
説
も
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

     

〇 

愛
知
の
歴
史
年
表 

原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
愛
知
県
域
の

動
き
が
分
か
る
構
成
に
し
て
い
ま
す
。 

 

   

  

 

  

「
愛
知
県
公
文
書
館
所
蔵
資
料
検
索
シ

ス
テ
ム
」
を
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。 

 

新
し
い
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
九
つ
の
資

料
別
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
横
断
検
索
に
よ
り
複
数
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
一
括
し
て
検
索
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
一
部
の
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像

が
閲
覧
で
き
る
機
能
が
追
加
さ
れ
た
ほ
か
、

閲
覧
票
の
印
刷
も
可
能
で
す
。 

ま
た
、
こ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
は
「
国
立
公

文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
横
断

検
索
の
検
索
対
象
に
も
追
加
さ
れ
て
お
り
、

全
国
の
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し

た
。 

              

ＷｅｂサイトのＵＲＬも新しくなりました 

https://kobunshokan.pref.aichi.jp/ 

新
し
い
所
蔵
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム 

バ
ー
チ
ャ
ル
文
書
館
の
内
容 解説文作成には、愛知県立大

学日本文化学部の学生の方々

に御協力をいただきました 

令和 3(2021)年１月 29日         愛知県公文書館だより                第 25号 

       

令和 3(2021)年１月 29日         愛知県公文書館だより                第 25号 

       

令和 3(2021)年１月 29日         愛知県公文書館だより                第 25号 

 
－3－ 

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
新
し
く
な
り
ま
し
た 

   

愛
知
県
公
文
書
館
で
は
、
二
〇
二
〇
年

三
月
二
十
七
日
に
公
文
書
館
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。 

 

新
し
い
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、
デ
ザ
イ
ン

が
一
新
さ
れ
て
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
も

の
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

県
民
の
皆
様
に
愛
知
の
歴
史
資
料
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
新
た
に
「
バ
ー
チ

ャ
ル
文
書
館
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
愛
知
の

歴
史
資
料
を
「
知
っ
て
」、「
学
ん
で
」、「
楽

し
め
る
」
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
同
年
四
月
一
日
に
は
所
蔵
資
料

検
索
シ
ス
テ
ム
も
一
新
し
ま
し
た
。 
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愛
知
の
歴
史
資
料 

ア 

県
史
収
集
資
料
室 

県
史
編
さ
ん
事
業
の
過
程
で
収
集

さ
れ
た
歴
史
資
料
の
一
部
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。 

      

  

イ 

所
蔵
資
料
紹
介 

所
蔵
資
料
の
画
像
を
解
説
付
き
で

掲
載
し
て
い
ま
す
。 

ウ 

地
籍
図 

地
籍
図
の
一
部
を
カ
ラ
ー
画
像
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

           

〇 

デ
ジ
タ
ル
展
示
室 

過
去
の
企
画
展
の
一
部
を
御
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

           

〇 

古
文
書
講
座 

公
文
書
館
所
蔵
の
古
文
書
を
テ
キ
ス

ト
と
し
て
、
解
読
に
挑
戦
で
き
ま
す
。
釈

文
だ
け
で
な
く
、
時
代
背
景
や
各
資
料

の
解
説
も
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

     

〇 

愛
知
の
歴
史
年
表 

原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
愛
知
県
域
の

動
き
が
分
か
る
構
成
に
し
て
い
ま
す
。 

 

   

  

 

  

「
愛
知
県
公
文
書
館
所
蔵
資
料
検
索
シ

ス
テ
ム
」
を
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。 

 

新
し
い
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
九
つ
の
資

料
別
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
横
断
検
索
に
よ
り
複
数
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
一
括
し
て
検
索
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
一
部
の
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像

が
閲
覧
で
き
る
機
能
が
追
加
さ
れ
た
ほ
か
、

閲
覧
票
の
印
刷
も
可
能
で
す
。 

ま
た
、
こ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
は
「
国
立
公

文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
横
断

検
索
の
検
索
対
象
に
も
追
加
さ
れ
て
お
り
、

全
国
の
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し

た
。 

              

ＷｅｂサイトのＵＲＬも新しくなりました 

https://kobunshokan.pref.aichi.jp/ 

新
し
い
所
蔵
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム 

バ
ー
チ
ャ
ル
文
書
館
の
内
容 解説文作成には、愛知県立大

学日本文化学部の学生の方々

に御協力をいただきました 
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『
愛
知
県
史
』
の
編
さ
ん
事
業
は
、
平
成

六
（
一
九
九
四
）
年
四
月
に
始
ま
り
、
通
史

編
一
〇
巻
、
資
料
編
三
六
巻
、
別
編
一
二
巻

を
刊
行
し
て
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三

月
に
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
編
さ
ん
過
程

に
お
い
て
、
県
史
編
さ
ん
室
が
県
内
外
の

所
蔵
機
関
や
個
人
所
蔵
者
か
ら
、
紙
焼
き

や
写
真
と
い
っ
た
複
製
物
で
収
集
し
た
資

料
は
、
総
数
で
一
〇
〇
万
点
を
超
え
て
い

ま
す
。
公
文
書
館
で
は
、
県
史
編
さ
ん
室
か

ら
引
き
継
い
だ
収
集
資
料
の
う
ち
、
整
理

を
終
え
て
所
蔵
者
の
許
諾
を
得
た
文
献
資

料
を
、
順
次
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

  

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日
よ
り
公
開

し
て
い
る
徳
川
林
政
史
研
究
所
の
所
蔵
史

料
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

徳
川
林
政
史
研
究
所
は
、
尾
張
徳
川
家

第
十
九
代
当
主
徳
川
義
親
氏
が
設
立
し
た

公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
に
所
属
す
る
、

日
本
で
唯
一
の
民
間
林
業
史
研
究
機
関
で

す
。
全
国
各
地
か
ら
収
集
し
た
江
戸
時
代

の
林
野
関
係
史
料
、
尾
張
藩
や
尾
張
徳
川

家
に
伝
来
し
た
古
文
書
・
記
録
類
な
ど
が

多
数
保
存
さ
れ
て
お
り
、
愛
知
県
、
特
に
尾

張
藩
を
研
究
す
る
う
え
で
重
要
な
史
料
を

多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

 

県
史
編
さ
ん
室
が
収
集
し
た
徳
川
林
政

史
研
究
所
の
所
蔵
史
料
の
一
部
は
、『
愛
知

県
史
』
資
料
編
の
中
世
・
織
豊
・
近
世
・
近

代
の
巻
で
翻
刻
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
は
大
正

十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
林
政
史
研
究
室
を

開
設
し
て
以
来
収
集
さ
れ
た
古
文
書
・
記

録
類
か
ら
な
る
史
料
群
で
す
。
こ
の
中
に

「
古
案
」
と
表
題
の
付
さ
れ
た
写
本
が
二

九
冊
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
の
発
給

文
書
な
ど
平
安
か
ら
江
戸
時
代
に
わ
た
る

多
数
の
文
書
が
書
写
さ
れ
て
い
ま
す
。「
古

案 

六
所
并
八
幡
奉
加
帳
」
は
そ
の
一
つ

で
、
豊
田
市
坂
上
町
に
あ
る
六
所
神
社
と

豊
川
市
八
幡
町
に
あ
る
八
幡
宮
の
奉
加
帳

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。『
愛
知
県
史 

資

料
編
10 

中
世
３
』
で
は
「
八
幡
八
幡
宮

奉
加
帳
写
」
と
し
て
翻
刻
掲
載
し
て
い
ま

す
。
奉
加
帳
と
は
、
社
寺
の
建
立
や
修
理
に

際
し
て
金
品
を
募
る
た
め
の
趣
意
書
（
勧

進
帳
）
に
付
け
た
帳
面
に
、
奉
加
（
寄
付
）

し
た
金
品
の
量
お
よ
び
氏
名
を
記
し
た
も

の
で
す
。
八
幡
宮
の
奉
加
帳
は
永
正
十
七

（
一
五
二
〇
）
年
の
社
殿
造
営
に
関
わ
る

も
の
で
、
今
橋
（
現
豊
橋
市
）
の
牧
野
信
成

を
は
じ
め
牧
野
一
族
が
多
額
の
奉
加
を
し

て
い
る
こ
と
、
刈
谷
城
主
水
野
近
守
・
守
政

親
子
の
名
前
が
あ
り
西
三
河
居
住
の
人
も

奉
加
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
り
ま

す
。 徳

川
林
政
史
研
究
所
収
集
史
料
に
は
ほ

か
に
、
犬
山
の
材
木
商
神
戸
家
の
記
録
で

あ
る
「
永
々
録
」、
東
海
道
の
宿
場
が
あ
る

愛
知
郡
鳴
海
村
（
現
名
古
屋
市
緑
区
）
の

「
鳴
海
村
御
用
留
」、
「
愛
知
県
布
達
外
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

尾
張
徳
川
家
文
書
は
尾
張
藩
主
の
徳
川

家
に
伝
わ
っ
た
古
文
書
・
記
録
類
か
ら
な

る
史
料
群
で
す
。
『
愛
知
県
史 

資
料
編

21 

近
世
７
』、『
同
22 

近
世
８
』
で
は

こ
の
中
の
「
待
賓
館
御
用
留
」
を
翻
刻
掲
載

し
て
い
ま
す
。
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
一

月
十
五
日
、
徳
川
慶
勝
は
、
朝
廷
か
ら
尾
張

藩
内
の
佐
幕
派
一
掃
と
、
周
辺
諸
国
に
対

す
る
勤
王
誘
引
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
勤

王
誘
引
と
は
、
周
辺
諸
国
（
伊
勢
・
三
河
・

遠
江
・
駿
河
・
美
濃
・
信
濃
・
上
野
・
甲
斐
）

の
大
名
・
旗
本
・
寺
社
を
朝
廷
側
に
服
属
さ

せ
る
活
動
を
い
い
ま
す
。
尾
張
藩
は
こ
れ

ら
の
国
々
の
大
名
・
旗
本
か
ら
の
使
者
の

応
接
を
行
う
施
設
と
し
て
、
藩
校
明
倫
堂

を
臨
時
に
「
待
賓
館
」
と
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
の
応
接
や
費
用
等
の
詳
細
な
記
録
が

「
待
賓
館
御
用
留
」
で
す
。
一
月
に
発
足
し

た
待
賓
館
の
運
営
規
則
や
勤
王
誘
引
懸
り

の
姓
名
、
勤
王
誘
引
活
動
の
終
了
し
た
十

二
月
段
階
で
の
費
用
の
総
勘
定
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
河
の
諸
領
主
は

尾
張
藩
や
朝
廷
へ
の
勤
王
の
挨
拶
を
病
気

や
在
府
中
な
ど
を
理
由
に
家
臣
が
名
代
で

行
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
美
濃
大

垣
新
田
藩
（
戸
田
家
）
に
朝
廷
よ
り
信
州
・

北
越
へ
の
賊
徒
討
伐
命
令
が
出
た
こ
と
、

な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。 

尾
張
徳
川
家
文
書
に
は
ほ
か
に
、
拝
借

金
や
調
達
金
の
記
録
で
あ
る
「
御
借
財
高

寄
上
根
帳
」、
密
猟
が
発
覚
し
た
際
の
記
録

で
あ
る
「
背
殺
生
留
」、
天
保
七
（
一
八
三

六
）
年
の
凶
作
に
対
す
る
救
恤

じ
ゅ
つ

の
記
録
で 

あ
る
「
御
側
よ
り
窮
民
江
御
救
筋
一
巻
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

徳
川
林
政
史
研
究
所
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
史
料
群
の
う
ち
、
県

史
編
さ
ん
事
業
（
の
過
程
）
で
収
集
し
た
史

料
群
を
公
文
書
館
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

公
開
史
料
は
公
文
書
館
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

所
蔵
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
で
検
索
で
き
、

複
製
物
（
紙
焼
き
・
画
像
）
は
公
文
書
館
内

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
以
前
よ
り
公
開
し
て

い
る
旧
名
古
屋
税
務
監
督
局
所
蔵
史
料
と

と
も
に
、
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。 

                  

愛
知
県
史
収
集
資
料
の
紹
介 

～
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
史
料
～ 

徳川林政史研究所所蔵史料の紙焼きが入ったファイル 

で
あ
る
「
背
殺
生
留
」、
天
保
七
（
一
八
三

六
）
年
の
凶
作
に
対
す
る
救
恤
の
記
録
で 
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愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
と
の
共

催
に
よ
り
、「
２
０
２
０
年
度 

歴
史
資
料

連
続
講
座
」
を
、
愛
知
県
立
大
学
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
一
五

階
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
二
日
間
で
六
四
人

の
方
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
皆
様
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
手
指
の
消
毒
、
検
温
の
実
施
に
御
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

各
講
座
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

 

・
久
保 

正
明
（
愛
知
学
院
大
学
講
師
） 

「
桑
原
県
政
と
愛
知
県
地
方
計
画
」 

・
田
中 

彰
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
） 

「
戦
後
愛
知
経
済
・
産
業
と
名
古
屋
港
」

 

・
吉
川 

卓
治
（
名
古
屋
大
学
教
授
） 

「
戦
後
愛
知
の
青
年
と
教
育
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
愛
知
県
史 

通
史
編
９ 

現
代
』
を

執
筆
さ
れ
た
三
名
の
講
師
に
よ
り
、
戦
後

の
愛
知
県
の
政
治
・
経
済
・
教
育
に
つ
い
て

の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

    

・
鬼
頭 

剛
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
調
査
研
究
専
門
員
） 

「
地
層
か
ら
よ
み
と
る
災
害
」 

・
梅
本 

博
志
（
元
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

「
城
と
川
と
城
下
町
～
殿
様
と
町
人
た

ち
の
洪
水
対
策
～
」 

 
 

 

『
愛
知
県
史 

通
史
編
10 

年
表
・
索

引
』
を
執
筆
さ
れ
た
二
名
の
講
師
に
よ
り
、

愛
知
県
の
自
然
災
害
に
つ
い
て
の
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

愛
知
県
公
文
書
館
で
は
、
今
後
も
県
民

の
皆
様
に
地
域
の
歴
史
と
文
化
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
歴
史
資
料
の
普

及
・
啓
発
事
業
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

   

公
文
書
館
内
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ

て
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
刊
行
の
『
通
史
編

９ 

現
代
』『
通
史
編
10 

年
表
・
索
引
』

の
二
巻
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

『
通
史
編
９ 

現
代
』 

 
 

「
愛
知
県
地
方
計
画
」
と
「
Ｙ
Ｓ
―
１１
」

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

「
愛
知
県
地
方
計
画
」
は
当
時
の
桑
原

幹
根
県
知
事
が
構
想
し
た
地
方
計
画
で
す
。

計
画
の
核
と
し
て
中
部
経
済
圏
の
発
展
構

想
を
掲
げ
、
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年

に
中
京
工
業
地
帯
に
東
海
製
鐵
㈱
（
現
日

本
製
鐵
㈱
）
の
立
地
が
実
現
し
ま
し
た
。 

「
Ｙ
Ｓ
―
１１
」
は
新
三
菱
重
工
業
小
牧

工
場(

現
三
菱
重
工
業
名
古
屋
航
空
宇
宙

シ
ス
テ
ム
製
作
所
小
牧
南
工
場)

で
作
ら

れ
た
当
時
の
新
型
飛
行
機
で
、
昭
和
三
十

九
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
を
国
内

輸
送
す
る
と
い
う
大
役
を
果
た
し
ま
し
た
。

 

『
通
史
編
10 

年
表
・
索
引
』 

 

年
表
と
伊
勢
湾
台
風
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。 

 
年
表
の
紹
介
で
は
全
国
的
な
出
来
事
と

愛
知
県
と
の
連
動
が
一
目
で
わ
か
る
「
読

め
る
年
表
」
の
一
例
と
し
て
、
源
平
の
騒
乱

の
時
期
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

 

 

伊
勢
湾
台
風
の
紹
介
で
は
、
被
害
の
概

要
と
当
時
の
浸
水
し
た
駅
の
様
子
を
写
真

で
展
示
し
て
い
ま
す
。 

    

二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
、『
愛
知
県
史
』

『
愛
知
県
史
研
究
』『
愛
知
県
史
民
俗
調
査

報
告
書
』
は
、
愛
知
県
公
文
書
館
で
販
売
し

て
い
ま
す
。 

 

【
直
接
購
入
】 

 

愛
知
県
公
文
書
館
事
務
室(

愛
知
県
自

治
セ
ン
タ
ー
八
階)

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

 

【
配
送
に
よ
る
購
入
】 

郵
便
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、 

・
郵
便
番
号 

・
住
所 

・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
） 

・
電
話
番
号 

・
購
入
希
望
の
書
名
・
冊
数 

・
配
送
購
入
希
望 

を
明
記
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
代
金
前
納
、
送
料
は
購
入
者
負
担
で
す
。

 

  

な
お
、
愛
知
県
公
文
書
館
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ

ー
ジ
で
『
愛
知
県
史
』
等
の
内
容
・
購
入
方

法
等
に
つ
い
て
御
案
内
し
て
い
ま
す
。 

 

※
完
売
し
た
巻
も
あ
り
ま
す
の
で
、
販
売

状
況
は
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
御
確
認
い
た

だ
く
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
・
電
話
で
公
文
書
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

講
座
① 

戦
後
の
愛
知
県
の
歩
み 

（
二
〇
二
〇
年
十
月
十
一
日 

日
曜
日
） 

講
座
② 

愛
知
の
災
害
と
人
々
の
暮
ら
し

（
二
〇
二
〇
年
十
月
十
八
日 

日
曜
日
）

「
歴
史
資
料
連
続
講
座
」
開
催
報
告 

『
愛
知
県
史
』
展
示
コ
ー
ナ
ー 

『
愛
知
県
史
』
の
販
売
に
つ
い
て 

二日目の講座の様子 
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修復作業の様子です 

公
文
書
館
で
は
、
愛
知
県
の
歴
史
の
具

体
的
な
状
況
が
分
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、「
愛
知

県
庁
文
書
」
は
、
明
治
維
新
前
後
の
本
県
の

成
立
期
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
に
か
け
て
作

成
さ
れ
た
文
書
で
す
。
本
館
で
は
原
資
料

や
複
製
本
を
多
数
所
蔵
し
、
利
用
に
供
し

て
い
ま
す
。 

 

「
愛
知
県
庁
文
書
」
は
、
県
庁
と
県
内
郡

役
所
・
町
村
役
場
、
あ
る
い
は
県
庁
と
関
係

省
庁
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
文
書
が

多
く
を
占
め
、
土
地
・
租
税
関
係
、
土
木
、

兵
事
、
学
事
、
商
工
な
ど
に
関
す
る
各
種
の

調
査
、
統
計
結
果
と
い
っ
た
、
当
時
の
県
行

政
・
地
域
の
実
情
を
示
す
資
料
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
手
前
の
資
料
は
、
明
治
十
二
（
一
八

七
九
）
年
作
成
の
「
橋
梁
坪
数
調
」
で
す
。

県
内
各
地
の
橋
梁
に
関
し
て
、
各
郡
か
ら

詳
細
な
調
査
報
告
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
橋
梁
の
長
さ
、
幅
、
種
類
等
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。 

主
な
も
の
を
記
す
と
、 

・
納
屋
橋 

橋
長
一
二
間
、
幅
三
間
二
尺 

・
尾
頭
橋 

橋
長
一
七
間
三
尺
、
幅
三
間 

・
枇
杷
島
橋 

橋
長
六
五
間
、
幅
四
間 

・
矢
作
橋 

橋
長
一
五
〇
間
、
幅
三
間 

な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
掲
載
さ
れ
た
橋
の

総
数
は
二
三
〇
〇
以
上
を
数
え
ま
す
。
お

住
ま
い
の
近
く
の
橋
も
載
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

な
お
、
掲
載
さ
れ
た
中
で
最
も
長
大
な

橋
は
、
葉
栗
郡
北
方
村
字
宝
江
（
現
一
宮
市

北
方
町
）
に
あ
っ
た
、
長
さ
二
三
八
間
の
板

橋
で
し
た
。
『
木
曽
川
町
史
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
橋
は
宝
橋
と
呼
ば
れ
、
明
治
十
一
年

十
月
に
明
治
天
皇
の
行
幸
に
合
わ
せ
て
建

設
さ
れ
た
船
橋
（
川
面
に
船
を
並
べ
、
そ
の

上
に
橋
を
渡
し
た
も
の
）
で
し
た
。
同
十
四

年
五
月
に
洪
水
の
た
め
流
失
し
、
本
館
が

所
蔵
す
る
同
十
七
年
に
作
成
の
「
地
籍
図
」

に
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

本
館
の
閲
覧
室
で
、
こ
う
し
た
資
料
を

御
覧
に
な
れ
ま
す
。
簿
冊
名
や
収
録
さ
れ

た
文
書
の
内
容
ご
と
に
付
し
た
件
名
は
、

パ
ソ
コ
ン
で
検
索
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
調
査
に
、「
愛
知
県
庁
文
書
」
を
積
極
的

に
御
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

     

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
十

一
日
ま
で
、
四
名
の
大
学
生
が
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
公
文
書
の
修
復

や
企
画
展
の
準
備
、
県
史
収
集
資
料
の
整

理
作
業
な
ど
、
公
文
書
館
の
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
の
体
験
を
し
ま
し
た
。 

研
修
生
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
公
文
書
館
で
は
、
行
政
文
書
や
貴
重

な
資
料
を
整
理
・
保
管
し
、
利
用
者
の
方
々

に
滞
り
な
く
提
供
す
る
た
め
の
多
く
の
業

務
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
特
に
修
復
作

業
は
、
重
要
な
公
文
書
を
後
世
に
残
す
と

い
う
や
り
が
い
の
あ
る
作
業
だ
っ
た
。
今

回
の
研
修
を
通
し
て
、
仕
事
に
対
す
る
責

任
感
を
意
識
し
、
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。」 

          

「
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
で
は
、
地
籍
図
を

書
庫
か
ら
出
す
業
務
に
携
わ
っ
た
。
愛
知

県
公
文
書
館
は
、
所
蔵
す
る
地
籍
図
が
多

く
、
愛
知
県
の
昔
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
な
の
で
、
一
般
客
と
し
て
も

利
用
し
た
い
と
思
っ
た
。」 

「
愛
知
県
史
編
さ
ん
の
過
程
で
収
集
さ

れ
た
資
料
の
整
理
業
務
を
行
っ
た
。
近
代

以
降
の
文
書
に
は
酸
性
紙
が
多
く
、
経
年

変
化
に
よ
る
劣
化
を
防
ぐ
た
め
の
作
業
が

印
象
に
残
っ
た
。
歴
史
資
料
の
原
本
に
触

れ
、
後
世
に
残
す
と
い
う
、
意
義
の
あ
る
、

貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」 

「
公
文
書
館
に
お
け
る
多
く
の
業
務
の

中
で
も
、
文
書
の
整
理
・
点
検
は
、
利
用
者

に
正
確
で
迅
速
な
対
応
を
す
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
業
務
で
あ
る
と
感
じ
た
。
多
く

の
作
業
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
る
た
め
、

効
率
よ
く
こ
な
す
た
め
に
は
チ
ー
ム
プ
レ

ー
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。
実
際
に
業
務
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
二
週
間
を
通
し

て
、
公
文
書
館
の
意
義
を
よ
り
実
感
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。」 

所

蔵

資

料

紹

介 
～ 
愛
知
県
庁
文
書 

～ 

「愛知県庁文書」 

（原本：国文学研究資料館所蔵） 

カウンター業務も体験しました

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

研
修
生
体
験
記 
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乍
レ

恐
嘆
願
奉
二

申
上
一

候
書
付 

 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
儀 

弐
拾
壱
ヶ
年
已
前
ゟ
御
家
中
様
方
被
レ

遊
二

御
下
坂
一

候
節
々
御
宿
并 

御
乗
船
等
之
御
世
話
申
上
候
処
去
ル

子
年 

御
上
様
御
滞
京
之
砌 

御
旅
館
江

被
二 

召
出
一

御
用
聞
被
二 

仰
付
一

難
レ

有
御
請
奉
二

申
上
一

候
其
後 

御
上
様
を
初
御
家
中
様
方
大
坂
表
江

御
上
下
之
節
々
御
宿
割
并 

御
乗
船
等
江

付
乍
二

無
調
法
一

精
々
尽
二

気
力
一

是
迄
無
レ

滞
御
用 

相
詰
来
申
候
処
此
度
於
二

当
所
一

火
急
大
変
之
儀
ニ

付
居
宅 

衣
類
諸
道
具
等
迄
不
レ

残
類
焼
仕
然
ル

処
私
儀
ハ

右
節 

御
旅
館
を
初
江

御
注
進
可
レ

奉
二

申
上
一

儀
御
座
候
間
出 

殿
仕
申
上
引
取
申
候
処
留
主
中
右
大
変
指
起
砲
声 

厳
敷
候
故
右
ニ

驚
女
子
共
而
已
ニ
而

諸
道
具
捨
置
逃
退 

更
ニ

一
品
も
不
レ

残
焼
失
仕
候
処
日
々
御
家
中
様
方
御
通
行 

相
成
候
得
共
住
軒
無
レ

之
甚
タ
不
都
合
御
用
難
二

相
勤
一

儀
ニ

付 

 

此
末
迄
茂

永
続
御
用
相
勤
申
度
依
レ

之
早
速
ニ

仮
普
請
ニ 

取
懸
り
御
用
弁
仕
度
候
付
而
ハ

方
今
御
時
節
柄
彼
是
嘆
願 

 

奉
二

申
上
一

候
儀
甚
奉
二

恐
入
一

候
得
共
前
顕
之
儀
二

御
座
候
間
私
気
力
ニ
而
ハ 

出
来
方
迚
も
不
二

行
届
一

候
付
何
卒
格
別
之
御
慈
悲
を
以
右
入
用 

金
五
百
両
拝
借
仕
度
今
日
知
恩
院 

御
殿
江

御
願
申
上
置
候
間
何
卒
宜
敷
御
聞
済
被
二

下
置
一 

候
様
奉
二

御
嘆
願
一

候
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伏
見
御
用
達 

 
 

慶
応
四
年
辰
正
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
屋
伊
助
（
印
） 

 

こ
の
史
料
は
、
尾
張
藩
士
大
塚
三
右
衛
門
家
の
文
書

の
一
つ
で
あ
り
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
に
伏
見

（
現
京
都
市
伏
見
区
）
の
松
屋
伊
助
か
ら
大
塚
亀
治
郎

に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

大
塚
亀
治
郎
は
、
尾
張
藩
十
四
代
藩
主
徳
川
慶
勝
の

側
用
人
で
あ
っ
た
田
宮
如
雲
の
甥
で
す
。 

田
宮
如
雲
は
慶
応
三
年
十
二
月
九
日
の
王
政
復
古
直

後
、
京
都
市
中
取
締
参
与
と
と
も
に
伏
見
取
締
を
命
じ

ら
れ
て
お
り
、
亀
治
郎
は
同
月
二
十
日
に
京
都
市
中
取

締
懸
参
与
助
役
頭
取
を
命
じ
ら
れ
、
伏
見
の
尾
張
藩
屋

敷
内
に
置
か
れ
た
市
中
取
締
参
与
役
所
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。 

幕
末
の
伏
見
の
町
は
京
都
と
大
坂
を
結
ぶ
水
上
交
通

の
要
衝
で
あ
り
、
松
屋
も
尾
張
藩
御
用
達
の
船
宿
を
営

ん
で
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
の
直
前
、
伏
見
の
南
部
に
あ
る
旧

伏
見
奉
行
所
に
は
旧
幕
府
軍
が
、
そ
の
す
ぐ
北
側
の
御

香
宮
神
社
に
は
薩
摩
軍
が
布
陣
し
て
い
ま
し
た
。 

慶
応
四
年
一
月
三
日
夕
刻
に
始
ま
っ
た
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
に
よ
り
、
旧
伏
見
奉
行
所
を
始
め
船
宿
の
多
い

伏
見
の
町
の
南
部
は
戦
火
で
多
く
が
焼
失
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

こ
の
松
屋
伊
助
の
嘆
願
書
で
は
、
松
屋
は
尾
張
藩
の

た
め
に
二
十
一
年
前
か
ら
宿
舎
や
大
坂
へ
の
船
便
の
御

用
を
務
め
て
き
た
こ
と
、
戦
闘
勃
発
時
に
は
伊
助
は
藩

邸
な
ど
へ
報
告
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
留
守
の
間
に
松

屋
は
衣
類
や
家
財
道
具
ま
で
含
め
て
全
焼
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
御
用
を
務

め
ら
れ
な
い
の
で
仮
普
請
の
た
め
五
百
両
を
拝
借
し
た

い
旨
が
嘆
願
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
史
料
か
ら
、
幕
末
維
新
の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に

尾
張
藩
が
意
外
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
、
と
て
も
興
味
深
い
記
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

古 

文 

書 

解 

読 

「
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
と
尾
張
藩
」 
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Ｑ
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は

約
百
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
と
比
較

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流

行
に
関
す
る
資
料
は
あ
る
か
。 

 

Ａ
．
『
愛
知
県
公
報
』、「
愛
知
県
庁
文
書
」

及
び
当
時
の
新
聞
等
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
は
、
全
世
界
で
流
行

し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
日
本
で
は

流
行
性
感
冒
と
呼
ば
れ
、
大
正
七
～
九
（
一

九
一
八
～
二
〇
）
年
に
か
け
て
三
度
流
行

し
、
県
内
で
約
九
五
〇
〇
人
の
死
者
が
出

ま
し
た
。
（
『
愛
知
県
史 

通
史
編
７ 

近
代

２
』） 

 

大
正
七
年
と
十
年
の
『
愛
知
県
公
報
』
号

外
に
は
、
呼
吸
保
護
器(

マ
ス
ク)

の
着
用
・

う
が
い
・
換
気
・
人
混
み
に
は
行
か
な
い
等

の
予
防
の
大
切
さ
が
説
か
れ
、
マ
ス
ク
の

作
り
方
も
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
正
九
年
作
成
の
「
徴
兵
関
係
資

料
」
に
は
、
名
古
屋
の
陸
軍
第
三
師
団
か
ら

「
入
営
時
の
新
兵
や
面
会
の
家
族
は
感
冒

予
防
の
た
め
口
覆
（
マ
ス
ク
）
を
着
け
る
よ

う
に
」
と
丹
羽
郡
長
に
出
し
た
通
達
文
が

あ
り
ま
す
。 

 

中
日
新
聞
の
前
身
で
あ
る
『
新
愛
知
』
に

は
、
大
正
八
年
十
月
二
十
日
付
で
額
田
郡

の
小
学
校
の
休
校
が
報
じ
ら
れ
て
以
降
、

ほ
ぼ
連
日
、
愛
知
及
び
全
国
の
感
染
状
況

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
資
料
は
複
製
本
や
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
等
に
よ
り
閲
覧
で
き
ま
す
。 

                                 

                                

▽ 

昨
年
度
末
に
、『
愛
知
県
史
』
全
五
十 

   

▽ 

昨
年
度
末
に
、『
愛
知
県
史
』
全
五
十 

八
巻
の
刊
行
が
完
結
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、『
愛
知
県
史
』
の
販
売
、「
歴
史

資
料
連
続
講
座
」
等
の
業
務
は
、
す
べ
て

公
文
書
館
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

▽ 

今
年
度
の
企
画
展
は
、
本
館
の
所
蔵

資
料
を
使
っ
て
、
愛
知
県
に
関
わ
る
幕

末
・
維
新
期
の
事
件
に
つ
い
て
扱
い
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
多
く
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て

御
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
来
館
の
皆

さ
ま
に
は
、
感
染
症
予
防
措
置
に
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

▽ 

公
文
書
館
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
大
き
く
受
け
た
一
年
に
な
り
ま

し
た
。
年
度
初
め
に
は
開
館
で
き
な
い

時
期
も
あ
り
、
秋
に
予
定
し
て
い
た
「
歴

史
資
料
講
演
会
」
は
残
念
な
が
ら
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
は

無
事
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

▽ 

公
文
書
館
が
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
機
関
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
職

員
一
同
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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